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研究要旨  

2015 年にアレルギー疾患対策基本法が施行され、アレルギー疾患対策の総合的な推進のため、医

療政策や研究全般の疫学的基礎データの確立が急務である。本調査では、有病率、重症度、治療

状況、QoL、症状コントロール状況、アドヒアランス、医療費等を定期的・継続的に調査・解析し、

科学的データに基づいた諸施策の策定に貢献する。 

成人喘息・アレルギー性鼻炎、小児喘息・アレルギー性鼻炎、アトピー性皮膚炎、食物アレルギ

ーの有症率を経年的に調査を実施する体制を確立していく。 

2017 年度は、アトピー性皮膚炎全国調査の実施、2018 年度は食物アレルギー調査、相模原コホー

ト調査、2019 年度は、小児の全国小中学生調査の準備を行っていく。 

2017 年度は、アトピー性皮膚炎全国調査を web 調査で実施して、これまでの調査と比較してあま

り変化のないことがわかった。 
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A. 研究目的 

先進諸国で経済成長と共にアレルギー疾患が

急増し、我が国においてもアレルギー疾患の有病

率は急激に増加した。しかしその動向を調査する

疫学調査は局地的に実施されたものが多く、国内

全域の傾向が捉えにくいものであった。2015 年に

アレルギー疾患対策基本法が施行され、アレルギ

ー疾患対策の総合的な推進のため、医療政策や研

究全般の疫学的基礎データの確立が急務である。

本調査では、有病率、重症度、治療状況、QoL、症

状コントロール状況、アドヒアランス、医療費等

を定期的・継続的に調査・解析し、科学的データ

に基づいた諸施策の策定に貢献する。 

国際的には、1990 年ごろから小児アレルギー疾

患の疫学調査である ISAAC 調査、成人喘息調査で

あるECRHS調査が実施され国際比較が可能になっ

てきた。国内では西間らが西日本小学生調査を

1982、1992、2002，2012 年に実施している。その

後、研究代表者らにより全国規模の全年齢の

ISAAC 調査用紙、ECRHS 調査用紙を使用して、2005

年～2008、2012、2015 年に実施した。2010 年から

は、アトピー性皮膚炎、食物アレルギーの全国規

模の疫学調査の方法としてweb調査について検討

研究を行い、実用的な調査として利用できること

がわかってきた。これらの調査で、小児喘息有症

率は、2000 年以降横ばいあるは減少傾向にあるこ

と、地域差があること、治療に関しては、治療ガ

イドラインが作成され一定の治療指針が示され

たことにより重症・難治喘息、喘息死が減少して

きているが、治療が不十分な患者が多いこと、治

療に地域差があること、アトピー性皮膚炎ではス

テロイド忌避の患者が一定数存在することもわ

かってきた。 

本研究班では、これまでの国内での気管支喘息、

アレルギー性鼻炎結膜炎、アトピー性皮膚炎、食

物アレルギー、その他アレルギー疾患の疫学調査
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データを収集・解析することでアレルギー疾患の

医療政策に活用するととともに、ガイドラインの

治療によりどれだけ症状が改善していくのかを

疾患コホート調査により検証する。 

 

B. 研究方法 

有症率、治療状況、症状のコントロール、QoL 等

の動向を定期的に調査収集することで、アレルギ

ー疾患対策における政策の策定、治療ガイドライ

ンの評価を行えるようにする。 

このために、定期的な横断的調査と疾患コホー

ト調査を実施していく。 

１．定期的な横断的調査 

小児喘息、小児アトピー性皮膚炎、小児アレル

ギー性鼻結膜炎、小児食物アレルギーに関しては、

これまで全国レベルの疫学調査として、西間らに

よる西日本小学生調査が、1982、1992、2002，2012

年に実施されているので、次回 2022 年を予定さ

れている。小児アレルギー全国ISAAC調査は、2005、

2008、2012，2015 年に実施しているので、今後は、

2020 年で実施を予定し、準備を開始する。 

成人喘息は、2006 年（訪問調査）、2011 年（web

調査）、2017 年（web 調査）に実施しているので今

後は、5 年間隔で実施予定。成人アトピー性皮膚

炎は、2002 年（健診）、2010 年（web 調査）を実

施しているので 2017 年で実施、その後 5 年間隔

で予定する。 

食物アレルギーweb 調査は、2011 年-2012 年に

実施した。2018 年は、相模原市で実施しているコ

ホート調査の 5歳時の調査を実施した。 

 

２．アレルギー疾患疫学調査のデータベース化 

これまでの研究班において、国内のアレルギー

疾患に関する疫学調査の文献を調査し、都道府県

別にどのような調査が実施されてきたかをわか

りやすく提示するデータベースを構築し、web で

公開した。このデータベースを更新し、国民にわ

かりやすく提示していくため、今年度その管理更

新作業を日本小児アレルギー学会に移行した。 

 

３．疾患別調査グループの設置 

成人、小児気管支喘息、アレルギー性鼻結膜炎、

アトピー性皮膚炎関連皮膚疾患、食物アレルギー

の専門医による調査チームを設置する。 

日本アレルギー学会、日本小児アレルギー学会

等関連学会の疫学部門と連携して調査を実施で

きる体制を検討する。 

成人喘息・アレルギー性鼻結膜炎チーム：○谷口、

今野、岡田、大久保、福冨 

小児喘息アレルギー性鼻結膜炎チーム：○足立、

小田嶋、斎藤、大久保、赤澤、吉田、佐々木 

アトピー性皮膚炎関連皮膚疾患チーム：○秀、下

条、大矢、吉田、佐々木 

食物アレルギー：○海老澤、秀、福冨、赤澤、佐々

木 

（○はグループリーダー） 

なお、本研究は、企画段階から各チームのグル

ープリーダーが所属する施設等の医療統計家が

関与する体制で実施する。 

 

初年度（2017 年度）： 

成人、小児アトピー性皮膚炎全国調査の準備、

実施。 

アレルギー疾患疫学調査のデータベースの更

新を行う。 

 

2 年度（2018 年度）： 

小児食物アレルギー調査の実施 

相模原市内の４か月健診受診者を対象として、

乳児湿疹、アトピー性皮膚炎、食物アレルギー、
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気管支喘息、アレルギー性鼻炎等に関する 7歳ま

での経時的な調査を行っている。初回調査は 2002

年から、第 2 回調査は 2014 年から開始し、12 年

間の各アレルギー疾患の状況の変化をみること

を目的とする。今年度は第 2回調査対象者の 5歳

時点の実態について調査する。対象者の保護者の

同意の下、調査票を誕生月に郵送で送付し、ハガ

キまたは WEB 上で回答を得る。 

成人・小児アトピー性皮膚炎全国調査のデータ解

析 

小児アレルギー疾患全国調査（ISAAC）の準備 

3 年度（2019 年度） 

小児アレルギー疾患全国調査（ISAAC）の詳細計

画 

アレルギー疾患疫学調査データベースの更新 

2020 年度 

小児アレルギー疾患全国調査、西日本小学生調

査の実施、データ解析 

 

C. 結果 

(1) 成人喘息・アレルギー性鼻炎調査 

成人喘息・アレルギー性鼻炎調査は、2005 年、2006

年、2009 年、2010 年、2012 年、2017 年に実施し

ている。 

これまでの調査を経年的に分析すると、成人の喘

鳴、喘息ともに、増加傾向にあった。 

 

(2)小児喘息・アレルギー性鼻炎 

2015 年に実施した、全国小中学生 ISAAC 調査結果

の分析を実施した。新たに、都道府県別の各疾患

期間有症率を算出し、見やすい地図データとして

作成した。各疾患で地域差があり、喘鳴は小学生

は、西日本で高い傾向、アレルギー性鼻炎は、太

平洋側の内陸部で高く、湿疹は、中学生で西日本

が低い傾向にあった。 

(3)アトピー性皮膚炎 

Web 調査により、調査を実施した。今回は、診

断精度を高めるため、質問項目の追加と写真によ

る重症度評価を行った。結果、「あなたはアトピー

性皮膚炎になったことがありますか」という質問

によるアトピー性皮膚炎有病率は 12%であり、平

成24年度の8.4%、平成26年度の12.3%と比較し、

大きな変化はなかった。POEM による重症度の分布

は、平成22年の結果と大きな変化はなかったが、

皮疹の写真と罹患面積に基づく自己申告による

重症度とは必ずしも一致しない症例もあった。 

 

(4)食物アレルギー 

全国のアレルギー疾患の拠点病院である相模原

病院の位置する相模原市で、食物アレルギーグル

ープリーダーである海老澤らにより、2002 年から

コホート調査が継続されている。2002年から2014

年で、アトピー性皮膚炎は、1 歳時に増加、食物

アレルギーは、1歳時で増加していた。 

 

(5)疫学データベース 

今回、2015 年から 2017 年に発表された文献を

同様の条件で検索をおこない、アレルギー疫学デ

ータベースに追加を行う。 

小児喘息 6件、小児アレルギー性鼻炎 1件、成

人喘息 0 件、成人鼻炎 0 件、アトピー性皮膚炎 5

件、食物アレルギー4件の追加を行った。 

今後のデータベースの維持管理に関して、研究

費で長期の維持管理をしていくことは困難であ

ることから、維持管理を日本小児アレルギー学会

疫学委員会に移管した。 

 

D. 考案 

経年的変化を含めてアレルギー疾患の動向を

調査していくことは、今後のアレルギー医療体制
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を検討していく上で必要不可欠なデータである。

これまでの厚生労働科学研究費補助金で、成人喘

息、小児喘息、アレルギー性鼻炎の経年比較ので

きる調査方法ができてきた。アトピー性皮膚炎は、

皮膚所見の判断において困難なことが多かった

が、これまでの検討で、画像を使う等の方法で、

より精度の高い調査が期待されている。Web 調査

は、画像を使用した質問、矛盾回答を減少させる

ことができるなどのメリットが大きいことわか

ってきた。食物アレルギーも、その診断が困難に

なることがあるが、今後の調査でも一定した質問

で調査をすることで概数を算出していくことが

必要と考えられる。国内の疫学調査報告も、この

2年間で 19 件が検索され、地域での調査が進んで

きたことが予想される。 

全国小中学校調査は、経年的に全国的に有症率

を調査している国内唯一の調査であり、今後定期

的に実施し、データの蓄積が必須である。これま

での予定どおり 2020 年の実施が適切でありその

ための必要性を周知する資料を作成した（添付資

料）。 

E. 結論 

患者数、治療内容、その予後等、アレルギー疾患

の動向を見ていくことは、アレルギー疾患対策基

本法の施行においても、大切なデータであること

を認識していく必要がある。 
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